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市
政
の
動
審

議
長
、
副
議
長
を
選
出

6
月
市
議
会
定
例
会

6
月
市
議
会
定
例
会
は
、
日
日
招
集
さ
れ
、
幻
日
終
了
し
ま
し
た
。

会
期
中
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
日
議
案
で
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議

議
決
、
同
意
、
受
理
さ
れ
た
あ
と
、
正

・
副
議
長
と
常
任
委
員
会

委
員
、
特
別
委
員
会
委
員
、
な
ど
が
き
ま
り
ま
し
た
。

本

田

正

富

田

只

夫

マ
議

長

(
日
歳
)

経
田
中
町

6
番
目
号

(
日
歳
)

吉
島
一
丁
目

2
番
比
号

マ
副
議
長

e 
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マ
各
常
任
委
員
会
委
員
、
特
別
委
員
会

委
員
(
。
は
委
員
長

O
以
副
委
員
長

〈
敬
称
略
〉

総
務
委
員
会

。
松
野
宗
一

O
高
島
義
信
中
田
尚

長
勢
甚
正
田
中
光
幸
森
内
俊
雄

本
田
正
一

建
設
委
員
会

。
石
川
庄
之
助

O
稗
首
清
吉
竹
内

進
七
沢
秋
政
浜
谷
佐
久
三
浜
多

弘
之
石
崎
七
郎
宮
島
竹
二

産
業
経
済
委
員
会

。

林

満

O
関
口
衛
新
田
川
清
松

宮
田
只
夫
後
藤
吉
松
加
藤
成
司

伊
藤
甚
一
高
産
品
l

之
盃

文
教
厚
生
委
員
会

。
経
沢
稔

O
河
崎
浩
朝
野
幹
子

沢
崎
尚
武
大
久
保
松
治
若
島
正
敬

野
崎
栄
吉

公
害
対
策
特
別
委
員
会

。
浜
谷
佐
久
三

O
林

満

稗

首

清

吉
松
野
宗
一
中
田
向
森
内
俊
雄

石
崎
七
郎

実
通
問
題
特
別
委
員
会

。
沢
崎
尚
武

O
長
勢
甚
正
高
島
義

信
浜
多
弘
之
田
中
光
幸
新
田
川

清
松
河
崎
浩

下
水
道
特
別
委
員
会

。
石
川
庄
之
助

O
関
口
衛
朝
野
幹

子
竹
内
進
七
沢
秋
政
伊
藤
甚
一

野
崎
栄
吉

一
般
会
計
に

八
千
六
百
三
十
七
万
八
千
円
を
追
加

議
決
さ
れ
た
議
案

マ
日
年
度
一
般
会
幹
桔
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入

・
歳

出
の
総
額
に
、
八
千
六
百
三
十
七
万
八

千
円
を
追
加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
総
額
を

八
十
八
億
八
千
三
十
七
万
八
千
円
と
す

る
も
の
で
そ
の
主
な
内
容
は
、

商
工
費
で
は
、
中
央
通
り
駐
車
場
新

設
及
び
ア
ー
ケ
ー
ド
増
設
工
事
関
係
費

一
千
百
八
十
四
万
円
と
、
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
及
び
勤
労
者
野
外
活
動
施

設
建
設
に
か
か
る
一
部
附
帯
工
事
費
等

五
百
五
十
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

土
木
費
で
は
、
無
雪
害
街
づ
く
り
事

業
と
し
て
一
千
百
二
十
万
円
、
道
路
改

良
事
業
費
で
は
、
住
吉
l
大
光
寺
線
ほ

か
三
路
線
で
五
千
六
百
万
円
が
追
加
認

承
と
な
り
、
宮
津
l
大
海
寺
線
で
一
千

万
円
の
認
承
減
と
な
っ
た
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
計
上
し
、
総
合
公
園
築
造
費
八
百

五
十
万
円
を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
財
源
は
、
国

・
県
支
出
金

寄
付
金
、
繰
越
金
を
充
当
し
ま
し
た
。

マ
計
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

卦
桔
正
予
算

マ
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

マ
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

マ
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

マ
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

マ
松
倉
小
学
校
舎
危
険
改
築
工
事
請
負

契
約
に
つ
い
て

マ
住
吉
小
学
校
舎
危
険
改
築
工
事
請
負

契
約
に
つ
い
て

マ
大
字

・
字
の
区
域
の
変
更
及
び
廃
止

に
つ
い
て

マ
財
団
法
人
魚
津
市
開
発
公
社
事
業
計

画
書
及
び
決
算
書
類
の
提
出
に
つ
い

て
マ
財
団
法
人
魚
津
市
施
設
管
理
公
社
事

業
計
画
書
及
び
決
算
書
類
の
提
出
に

つ
い
て

マ
経
団
公
民
館
及
び
消
防
署
経
団
分
遣

所
新
築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

(2) 

同

意

件

案

マ
選浜魚
任多津

弘市
之中
氏央
を通
魚 り
津一
市丁
監 目
査
委
員

『守晶

l
j
j
j

一

表

彰

状

伝

違

一

一

6
月
市
議
会
定
例
会
開
会
に
先
一

一
だ
ち
全
国
及
ぴ
北
信
越
市
議
会
議

悶

一
長
会
表
彰
規
程
に
よ
る
、
永
年
勤

町

白
続
(
叩
年
)
議
員
と
し
て
表
彰
を
受

司

一
け
ら
れ
た
中
田
、
回
中
、
新
田
川

一

=
浜
多
、
宮
回
、
河
崎
、
後
藤
、
本

=

四
回
、

石
崎
議
員
に
野
崎
議
長
か
ら

同

町
表
彰
状
の
伝
達
が
あ
り
、
清
河
市

町

一
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

一

r
l
11
1
1
l
i
l
i
-
-L
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魚
津
市
名
誉
市
民
条
例
に
基
づ
き
、

6
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
吉
田
久
松
、

吉
田
忠
雄
の
両
氏
が
、
川
原
田
政
太
郎

氏
に
続
い
て
、
名
誉
市
民
に
決
ま
り
ま

し
た
。GZ冨盟冨2・

次

男

と

し

て

生

れ

た

。

う

ち

す

べ

く

技

術

革

新

に

尽

く

さ

れ

た

こ

の

功

績

に

対

し

、

昭

和

日

年
9
月

大
正
9
年
3
月
魚
津
尋
AE品
等
小
学
情
熱
と
、
労
使
協
調
に
よ
る
合
理
的
な
日
本
商
工
会
議
所
よ
り
功
労
賞
を
受
け

校
高
等
科
を
卒
業
さ
れ
る
と
同
時
に
家
経
営
理
念
は
会
社
を
著
し
く
伸
展
さ
せ
ら
れ
た
が
、
こ
の
外
に
も
富
山
県
貿
易

業
に
従
事
。
そ
の
後
弟
の
吉
田
忠
雄
氏
る
こ
と
と
な
っ
た
。
振
興
会
会
長
、
県
経
済
同
友
会
委
員
に

の
協
力
要
請
か
ら
、
フ
ァ
ス
ナ
ー
製
造
一
方
氏
の
信
望
は
広
く
衆
目
の
一
致
就
任
す
る
等
、
県
内
経
済
会
の
重
鎮
と

業
に
経
営
参
加
さ
れ
て
以
来
、
主
に
技
す
る
と
こ
ろ
で
、
富
山
地
方
裁
判
所
の
し
て
目
ざ
ま
し
い
活
躍
を
さ
れ
て
い
る
。

術
部
門
を
担
当
、
優
秀
な
フ
ァ
ス
ナ
ー
調
停
委
員
に
携
わ
っ
た
。
又
魚
津
商
工
こ
の
様
に
氏
は
経
済
、
文
化
、
厚
生
、

|
吉
田
久
松
氏
の
略
歴
l

製
品
の
生
産
に
努
力
さ
れ
た
。
会
議
所
の
会
頭
と
し
て
辺
年
間
も
の
長
司
法
、
教
育
等
、
多
種
の
分
野
に
尽
力

吉
田
久
松
氏
は
、
明
治
犯
年
5
月
1
日
昭
和
初
年
吉
田
工
業
株
式
会
社
の
専
期
に
わ
た
り
、
当
市
経
済
界
の
発
展
に
さ
れ
た
功
績
は
筆
致
し
が
た
く
、
五
万

下
新
川
郡
下
中
島
村
大
字
住
吉
三
五
五
務
取
締
役
に
就
任
、
工
場
の
発
展
に
尽
寄
与
さ
れ
た
功
績
は
、
誠
に
大
き
く
、
魚
津
市
民
の
心
に
不
滅
の
灯
を
と
も
し

九
番
地
に
お
い
て
、
吉
田
久
太
郎
氏
の
力
さ
れ
た
が
、
特
に
外
国
製
品
に
た
ち
魚
津
市
民
の
敬
愛
の
ま
と
と
な
ら
れ
た
。
て
い
ま
す
。

-
a
q
b
ι
J
p
b
q
b
b
q
b
z
h
Z
5
M
Z広
M
Z
b
q
b包
f
p
b
q
b弘
首

L
E
e，
b
q
b
a
q
'
b
q
b
b
q
b
b
q
b
v也
v，
弘
首
砂
弘

J
p
b
q
b白
q
h
E
q
u
E
f砂
色

q
b色
q
b
E
q
b
a
q，
b
q砂
色

q
b色
V
u
E
q砂
色

v，
b
q砂
&
q
b
b
q
L
E
q砂
弘
首
砂

a
q砂
包

J
P色
町

'
b
q
'
ι
J
F
ι
J
F
A
J
F白
q，
b
q，
ι
f
p
a
q，
色
ず
砂
。

v，
a
g
Z
E
q砂
色
苛
砂
色

q
b
b
g
z，

昭
和
9
年
サ
ン
エ
ス
商
会
を
設
立
し
ま
た
企
業
の
優
良
性
、
将
来
性
が
見
済
発
展
に
寄
与
す
る
一
方
魚
津
町
議
会

フ
ァ
ス
ナ
ー
の
製
造
販
売
を
開
始
、
昭
込
ま
れ
、
世
界
各
国
か
ら
工
場
建
設
の
議
員
、
富
山
地
方
裁
判
所
魚
津
支
部
民

和
初
年
に
吉
田
工
業
株
式
会
社
と
改
組
要
望
が
相
次
ぎ
、
世
界
数
十
ヶ
国
に
工
事
司
法
委
員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
た
。

し
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
発
明
開
発
に
努
め
、
場
を
建
設
し
、
フ
ァ
ス
ナ
ー
は
世
界
総
氏
の
経
営
理
念
で
あ
る
「
他
人
の
利

フ
ァ
ス
ナ
ー
の
品
質
向
上
、
生
産
量
の
需
要
の
お
%
を
有
す
る
に
至
っ
た
。
益
を
図
ら
ず
し
て
自
己
の
繁
栄
は
な
い

増
加
に
画
期
的
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
国
内
に
於
て
は
、
お
よ
そ
一
二

O
万
平
」
に
基
づ
い
た
実
践
行
動
は
世
界
的
な

そ
し
て
昭
和
お
年
フ
ァ
ス
ナ
ー
に
関
方
米
の
工
場
建
設
を
実
施
し
、
地
域
社
企
業
に
育
成
す
る
な
ど
、
業
界
の
発
展

す
る
研
究
と
フ
ァ
ス
ナ
ー
の
高
速
度
自
会
の
人
々
の
雇
用
機
会
の
増
大
を
も
た
育
成
に
寄
与
し
、
そ
の
功
績
は
実
に
大

動

製

造

装

置

等

の

発

明

考

案

に

よ

り

紫

ら

し

て

い

る

。

き

く

魚

津

市

全

市

民

の

尊

敬

に

値

す

る

授
褒
章
を
受
け
る
ほ
か
数
々
の
表
彰
を
ま
た
昭
和
M
年
よ
り
魚
津
商
工
会
議
と
と
も
に
、
魚
津
市
の
誇
り
で
あ
る
と

受

彰

さ

れ

た

。

所

初

代

会

頭

と

し

て

、

地

域

社

会

の

経

い

え

ま

し

ょ

う

。

ー
吉
田
忠
雄
氏
の
略
歴
|

吉
田
忠
雄
氏
は
、
明
治
制
年
9
月
四

日
下
新
川
郡
下
中
島
村
大
字
住
吉
三
五

五
九
番
地
で
生
れ
た
。
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名誉市民に推挙…...・H ・-……….3

市の財政状況・…・・・・…・……4'"'"'5
水道事業の業務状況…...・H ・.....6

青少年非行防正全国強調月間…ア

みん芯の年金……・………・・……8
なくしよう自転車の交通事故…9
魚津市健康づくり大会......10'"'"'竹

第?回清掃週間を設定….....・ H ・12
あな疋の国保.....................・・・13

保健芝より.....................・・・・・・14

みんなの図書館・..........・・・・・・・・・・15
みんなのスポーツ・.................16 

あしらせ・....................・・・17'"'"'19

市制30周年思い出の戸ルパム…20
市制30周年記念行事・..........・別紙 吉田久松氏吉田忠雄氏

郷愁表紙・心の

高松正夫

口一ソクは真宗王国富山の伝統

産業のーっとして継承されて来疋

ガ、主に冠婚葬祭という人生の厳

粛な場に登場するものです。

近年産業ロボットガ出現する様

な時代に手作り口一ソクなど正に

珍奇であろう。しかし手作りガ一

般に見直される背景は伺なのか、

それは要するに失われた山への郷

愁ではなかろうか。

「真白な肌の手ざわりガ優しい。

細い下部から炎の燃える上部への

ゆるやかな曲線、みつめていると、

とてもなまめかしい、その艶な口

ーソクに、わだしは人の手の暖か

さを感じだ」と作家の北泉優子さ

んはその取材記を結んでいます。

(3) 
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市
の
財
政
事
情
が
ど
の
よ
う
な
状
態

に
な
っ
て
い
る
か
を
一
年
に
2
回
市
民

の
皆
さ
ん
に
、
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

八
十
四
億
七
百
五
十
万
円
で
、
昭
和
問

年
叩
月
か
ら
貯
年
3
月
ま
で
の
下
半
期

で
急
を
要
す
る
経
費
や
建
設
事
業
等
を

8
回
に
わ
た
っ
て
三
億
六
千
八
百
八
万

六
千
円
を
追
加
補
正
し
ま
し
た
。

さ
き
に
はω
年
ロ
月
1
日
号
で
公
表
し

た
上
半
期
分
の
補
正
額
四
億
七
千
五
百

九
十
四
万
八
千
円
及
び
前
年
度
繰
越
明

許
費
六
千
九
百
十
四
万
七
千
円
を
加
え

る
と
九
十
三
億
二
千
六
十
八
万
一
千
円

に
な
り
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
も
の

市
常
任
宅
建
設
事
業
H
三
千
三
百
五

4

司
こ
ぼ
と
児
童
セ
ン
タ
ー

村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
H
五
百
八
万

六
千
円
、
霊
園
築
造
費
日
三
千
三
百
九

十
万
円
、
公
共
災
害
復
旧
工
事
費
H
六

百
万
円
な
ど
が
減
額
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
3
月
末
現
在
の
各
執
行
状
況

は
、
次
表
の
と
お
り
で
す
。

(4) 

十
万
円
、
無
雪
害
街
づ
く
り
計
画
策
定

事
業
H
五
百
万
円
、
総
合
公
園
築
造
事

業
H
三
千
六
百
五
十
七
万
円
、
小
学
校

及
び
中
学
校
維
持
管
理
費
H

一
千
五
百

四
十
六
万
六
千
円
、
東
部
中
学
校
校
舎

建
設
事
告
す
H

七
百
十
二
万
四
千
円
、

農
林
水
産
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
H
二

千
八
百
三
十
七
万
六
千
円
、
除
雪
対
策

費
H
四
千
三
百
万
円、

魚
津
市
施
設
管

理
公
社
出
資
金
H
三
千
万
円
、
老
人
医

療
費
助
成
金
H
三
千
二
百
五
十
七
万
九

千
円
、
県
道
改
良
及
び
砂
防
事
業
負
担

金

1
一
千
四
百
九
十
一
万
二
千
円
、
転

作
定
着
化
促
進
奨
励
事
業
H
七
百
五
十

八
万
七
千
円
、
道
路
用
地
購
入
費
H
六

百
五
万
七
千
円
、
そ
の
他
人
事
院
勧
告

に
よ
る
人
件
費
な
ど
が
増
額
さ
れ
ま
し

た。
ま
た
、
新
川
地
区
広
域
営
農
団
地
農

道
事
業
負
担
金
日
四
百
七
十
万
円
、
農

日%
入入

支支
出出
;斉割

3月末における収支状況

歳 入 87.8% 
一 般 会 計

歳出 90.9% 

歳 入 88.3% 予

下水道
歳出 88.4% 

算特
歳 入 91.6% 

簡易水道
歳 出 89.4% 宮員

男IJ

国民健康 歳入 88.5% 

保険 歳 出 75.9% 
~会z、

歳 入 85.5% 
農業共済

歳出 68.5% 
計

歳入 109.0% 
水族館

歳 出 88.8% 

100% 

30千円

90 

100千円 20千円

80 

23，012円

29，978円

10千円

70 

3，059円

3，623円

50 

市民の市税負担状況
人口 49，988人
世帯数 13，202世格

(昭和57~手 3 月 31 日現在)

一木材取引税、特別土

地保有税 936千 円

入 湯 税

8，355千 円

軽 自動 車 税

17，357千円

電気 税

1億 52，931千 円

たばこ消費税

1億 81，154千円

固定 資 重量税

11億 50，324千円

市民税

14億 98，563千円

60 40 30 20 

87，132円

10 

11，583円

50千円

13，721円

113，510円
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市債の状況

教 育 債 15t意82，029千円 司、

土 木 債 15億09，418千円

厚生福祉債 8億25，610千円
目
月九

農林水産業債 5億33.110千円

的縁 故 債 4億38.465千円

公営住宅債 3億24.943千円

災害復旧債 1億92.884千円 jjlj 
県貸付金 96.312千円

庁舎債 76.917千円消防策債債 70，153千円
特例地方債 41.091千円 財政対 39.3∞千円

企西部中学校校舎

市有財産の状況 そ σ3 他 1億46.810千円

共済組合 1億29.758千円
土 士也 建 物

588，328mt 132，898mt イ昔 銀 1T 4億82.665千円

傍ォ 号事現

五dι、、、 庫 5億28，386千円

入 郵 政 省、 11憶38，282千円

有価証券その他 基 金
97，244千円 475，754千円 jjlj 

匿語:| dFt主重了グ彦

大 蔵 省 33億04，331千円

ーノ

特別会計予算執行状況 (3月末) 一時借入金の状況

会計区分 予算額
執 {'y 状 況

収 入 済 額 収入割合 支出済額 支出割合

借入額 借入先 借入期間

550，000，000阿 北陸銀行 56. 4. 27 -56. 5. 29 
千円 千円 % 千円 % 100，000，000 北陸銀行 56.12.21-57. l.20 

下 水道 事業 27，623 24，400 88.3 24，428 88.4 250，000，000 北陸銀行 57. l.26-57. 2.25 
簡易水道事業 11 ，986 10，985 9l.6 10，711 89.4 

国民健康保険事業 20a59 ，041 18!!22 ，532 88.5 15!!62 ，987 75.9 

農業共済事業 1憶54，284 1!!31 ，946 85.5 1{!05，663 68.5 

水族館事業 2億27，403 2a47，922 109.0 2a01，910 88.8 

100，000，000 北陸銀行 57. l.30-57. 2.25 

700，000，000 北陸銀行 57. 2.26-57. 3.27 

200，000，000 北陸銀行 57. 2.28-57. 4. 1 

50，000，000 北陸銀行 57. 3.27-57. 4. 1 
言十 24億80，337 22a37，785 90.2 19a05，699 76.8 500，000，000 北陸銀行 57. 3.28-57.4. 1 

歳入 一般会計費目別予算執行状況 (3月末) 歳出

区 分 予算額 収入済額 収 入 割 合 区 分 予算額 支出済額 支出割合

千円 千円 % 千円 千円 % 

市 税 30a67，757 30{!09，620 98.1 議 dZL Z 費 1a52，680 l億49，156 97.7 

地方 譲 与 税 80，000 91，098 113.9 総 務 費 13{!08，479 12偉47，625 95.3 

娯自楽動施車設取利得用税税交交付，付 金金
15，000 16，717 111.4 

70，000 67，973 97.1 

民 生 費 21a15，386 20{!21 ，285 95.6 

衛 生 費 2a83，245 2a70，847 95.6 

地 方 ヲ見匂、 付税 16a34，133 17a09，247 104.6 労 ‘う働 費 1a41，932 1a31，482 92.6 

交通安全対策特別交付金 5，000 4，372 87.4 農林水産業費 11{!59 ，756 9a50，525 92.0 

分担金及び負担金 3a24，947 2a71 ，258 83.5 商 工 費 2a71 ，306 2!!66 ，830 98.4 

使用 料及び手数料 1a69，775 1a51，521 89.2 土 木 費 12a68，345 9a86，505 77.8 

国 庫 支 出金 15也81，605 13f!84，179 87.5 1肖 防 費 2億07，595 2aOO ，439 96.6 

県 支 出 金 8a79，535 7a36，985 83.8 教 育 費 16!!16，837 15a55，896 96.2 

Rオ 産 時文 入 1{!11，220 1!!22，833 110.4 zdpft 《 霊EコZ 復 |日 費 1a28，516 70，229 54.6 

寄 附 金 37，816 39，464 104.4 1;; {貴 費 6{!11 ，886 6all ，657 99.9 

繰 越 金 1a99，432 1a99，432 100.0 諸 支 出 金 45，038 13，914 30.9 

諸 収 入 3也86，761 1a89，990 49.1 予 備 費 9，680 

市 イ責 7a57，700 l億93，500 25.5 

歳 入合計 93a20 ，681 81a88，189 87.8 歳出合計 93a20 ，681 84a76 ， 390 90.9 

(5) 
※ 繰越明許費 69，147千円含む。 ※繰越明許費 69，147千円含む。
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水道事業の業務状況
水道事業の業務状況を

次のとおり公表します

56年度下半期

57年3月末現在

一
、
業
務
状
況

(
3
月
末
現
在
)

O
給
水
人
口

O
給
水
戸
数

O
総
配
水
量

O
総
配
水
量

O
有
収
率

三
四
、
一
二
二
人

八
、
七
四
七
戸

四
、五
二
五
、
四
六
四
川

二
、
九
八
八
、
三
四
五
耐

六
六
・
O
三
%

ij:sl 支
予にる割算対額す合区 分 予算額

上半期 下半期

給水収益 274，409 148，000 133，399 281，399 102.5% 

受 託工事収益 116，277 13，212 90，821 104，033 89.5 

その他の収益 5，783 5，629 781 6，410 110.8 

収 益合計 396，469 166，841 225，001 391，842 98.8 

原 水及び浄水質 42，605 16，257 20，835 37，092 87.1 

配水及び給水費 49，950 16，933 30，468 47，401 94.9 

受託工事費 111 ，677 7，115 93，658 100，773 90.2 

総 係 費 82，946 37，305 41，256 78，561 94.7 

減価償却費 35，553 。35，553 35，553 100.0 

支払利 恵、 -57，459 25，250 26，009 51，259 89.2 

その 他 費 用 745 13 89 102 13.7 

費用合計 380，935 102，873 247，868 350，741 92.1 

(うち職員給与額) (67，961 ) (31，512) (35，140) (66，652) 98.1 

差 号| 15，534 63，968 ム22，867 41，101 

(単位 :千円)昭和56年度損益収支状況一
一
、
経
理
状
況

何
年
度
末
に
お
け
る
損
益
勘
定
の
収

支
状
況
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。
収
益

で
は
、
水
道
料
金
や
受
託
工
事
収
入
等

で
、三
億
九
千
百
八
十
四
万
円
、
一
方
費

用
で
は
、
配
水
給
水
費
、
人
件
費
、
支
払

利
息
等
で
、
三
億
五

千
七
十
四
万
円
、
差

引
四
千
百
十
万
円
の

利
益
と
な
り
、
繰
越

欠
損
金
四
十
七
万
六

千
円
を
差
引
く
と
、

日
年
度
未
処
分
利
益

剰
余
金
は
、
四
千
六

十
二
万
四
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

三
、
建
設
改
良
工
事

日
年
度
下
半
期
に
お
け
る
主
な
実
施

工
事
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

V
横
枕
印
国
間
送
水
管
布
設
工
事

(

一

工

区

)

四
、
五
一
六
万
円

(

二

工

区

)

二
、
二
八

O
万
円

V
県
道
魚
津
鹿
熊
上
市
線
配
水
管
布
設

工
事(

一
工
区
)
一

、
三
二

O
万
円

(
二
工
区
)
一

、
O
七
六
万
円

V
広
域
農
道
配
水
管
布
設
工
事

一
、
五
一
三
万
円

V
市
道
三
ケ
宮
津
線
配
水
管
布
設
工
事

五
六

O
万
円

V
市
道
横
枕
3
号
線
配
水
管
布
設
工
事

七
四

O
万
円

(6) 

角
川
タ
A
@怯
お
島
患

〈
富
山
県
〉

角
川
ダ
ム
は
な
ぜ
あ
る
の
?

ダ
ム
に
は
い
っ
て
き
て
も
、
穴
の
大
き

さ
の
分
し
か
水
が
出
な
い
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
洪
水
を
防
ぐ
ダ
ム

の
こ
と
を
自
然
調
節
方
式
の
ダ
ム
、
別

の
名
を
「
穴
あ
き
ダ
ム
」
と
も
い
い
ま

す
。

①
家
や
学
校
や
田
畑
や
道
路
な
ど
を
洪

水
か
ら
守
り
ま
す
。

②
日
照
の
時
で
も
田
に
水
が
は
い
る
よ

う
に
げ
万
ト
ン

(ド
ラ
ム
カ
ン
部
万

本
分
)
の
水
を
た
く
わ
え
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
洪
水
を
防
ぐ
の
?

ダ
ム
が
あ
っ
て
も

川
は
あ
ふ
れ
る
の
?
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青
少
年
を
非
行
か
ら
ま
も
る

全

国

強

調

月

間

7
I
同
月

1
1
口
H
l
J
づ
I
白
川
引
け
い
口
H

次
代
を
担
う
青
少
年
を
健
全
に
育
成

す
る
こ
と
は
、
国
民
的
な
課
題
で
あ
る

が
、
近
年
、
青
少
年
の
非
行
は
著
し
く

増
加
し
て
お
り
、
内
容
的
に
も
、
い
わ

ゆ
る
非
行
の
低
年
齢
化
、
一
般
化
の
傾

向
が
進
み
、
特
に
最
近
で
は
校
内
暴
力

家
庭
内
暴
力
等
の
暴
力
非
行
が
多
発
す

る
な
ど
、
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
る
。

こ
の
た
め
、
7
月
を
、

「
青
少
年
を
非

行
か
ら
ま
も
る
全
国
強
調
月
間
」
と
し

て
、
全
国
一
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。

V
月
間
の
重
点

・
国
民
の
非
行
防
止
意
識
の
高
揚

・
暴
力
非
行
、
そ
の
他
青
少
年
の
非
行

防
止

・
青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
浄

レ
u

中
小
企
業
設
備
近
代
化
資

金
設
備
貸
与
の
申
し
込
み

県
お
よ
び
中
小
企
業
振
興
協
会
で
は

設
備
近
代
化
資
金
、
設
備
貸
与
申
し
込

み
の
第
二
次
分
を
次
の
と
お
り
受
付
け

し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ω設
備
近
代
化
資
金

マ
貸
付
対
象
資
本
金
が
一
億
円
(
小

売
業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業
は
一
千
万

円
、
却
売
業
は
三
千
万
円
)
以
下

か
、
従
業
員
数
が
三
百
人
(
小
売

V
月
間
の
主
な
事
業

O
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
表
の
チ
ラ
シ

を
市
内
全
世
帯
配
布
及
び
回
収

内
容
(
実
践
し
た
調
査
表
)

-
み
ん
な
笑
顔
で
声
か
け
あ
っ
て
が

ん
ば
ろ
う
。

-
「
ハ
イ
」
と
い
っ
て
、
気
持
ち
の

よ
い
返
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
っ
て
、
感

謝
の
気
持
ち
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

夏
休
み
乗
物
教
室

「
ほ
ら
穴
探
険
の
旅
/
-
」

-
ぼ
く
ら
を
の
せ
た
ブ
ル
l
ト
レ
イ
ン

は
、
ど
こ
へ
向
つ
て
は
し
る
の
だ
ろ

、つ
/
.

マ
と

き

7
月
お
日
制

6
時
お
分

業
又
は
サ
ー
ビ
ス
業
は
五
十
人
、

却
売
業
は
百
人
)
以
下
の
ど
ち
ら

か
一
方
に
該
当
す
る
企
業
。

マ
貸
付
額
設
備
の
金
額
(
四
十
万

円
以
上
三
千
万
円
以
下
。
特
に
必

要
と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
三
千
七

百
五
十
万
円
ま
で
)
の
約
印
%。

マ
年
利
率
無
利
子

マ
償
還
方
法
一
年
据
置
四
年
以
内

の
年
賦
均
等
償
還
。

マ
受
付
期
間

8
月
2
日
i
8
月
初

門口

ω設
備
貸
与

国
鉄
魚
津
駅
ス
タ
ー
ト
↓
一

日

時

辺

分

ゴ

ー

ル

一

マ

会

費

一

小
人
(
小
学
生
)
五
、
五

O
O円
叫

マ
本
江
小
学
校
校
舎
危
険
改
築
工
事

大
人
(中
学
生
以
上
)

契

約

6
月
8
日

請
負
額
六
千
九
百
十
万
円

請
負
者
朝
野
工
業
側

工

期

6
月
9
日
i
日
年
1
月

出
日

マ
松
倉
小
学
校
校
舎
危
険
改
築

給
排
水
衛
生
暖
房
設
備
工
事

契

約

6
月
8
日

請

負

額

四

千

万

円

請

負

者

ユ

ウ

ホ
1

設
備
側

工

期

6
月
9
日
1
日
年
1
月

訂
日

マ
経
由
公
民
館
及
び
消
防
署
経
由
分
遣

所
新
築
給
排
水
衛
生
暖
房
設
備
工
事

契

約

6
月
日
日

請
負
額
三
千
百
六
十
万
円

請
負
者
畠
山
工
業
側

工

期

6
月
日
日
i
回
年
1
月

出
日

マ
林
道
開
設
工
事

O
鹿
熊
線

契

約

5
月
初
日

請
負
額
三
千
二
百
十
万
円

請

負

者

森

長

組

工

期

5
月
幻
日

i
m月
ロ
日

マ
団
体
営
林
道
開
設
工
事

O
成
谷
線

契

約
請
負
額

請
負
者

工

期

j

、

0
0
0円

幼
児
(小
学
生
以
下
)

五
O
O円

マ
募
集
人
員

4
0
0
名
(
満
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。)

マ
そ
の
他

・
国
鉄
魚
津
駅
で
発
車
式

.
車
内
で
楽
し
い
催
物

・
看
護
婦
さ
ん
同
行

・
畳
食
、
お
や
つ
、
す
い
と
う
、
雨

具

は

各

自

持

参

罰

マ
申
し
込
み
は
、
国
鉄
魚
津
駅
旅
行
セ
一

ン
タ
l
へ
宮

@
1
4
5
6

一

青
少
年
育
成
魚
津
市
民
会
議
一

句

i
l
-
-
i
l
l
i
l
l
-
l
i
l
l
-
J

一毎
月
第
3
日
曜
日
は
震
の
日
一

一家
族
み
ん
な
で
は
げ
ま
し
あ

E

r
o
u
-
-
l
i
l
-
-
l
i
l
i
-
-
l
i
L
 

マ
貸
付
対
象
従
業
員
二
十
人
(
サ

ー
ビ
ス
業
及
び
却

・
小
売
業
は
五

人
)
以
下
の
企
業
。

マ
貸
与
額
二
十
万
円
以
上
二
千
万

円
以
下
。

マ
貸
与
損
料

マ
返
済
方
法

償
還
。

マ
受
付
期
間

口
u
。

年

5
%

四
年
半
均
等
半
年
賦

7
月
1
日
1
8
月
訂

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
商
工
観
光
課

ま
た
は
商
工
会
議
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
年
度
請
負
工
事

発
注
状
況

5 長 四 5
月田千月
21組七 20
日 百日
i 五
10 十
月万
21 円
日

米議 4
満負月
の額 l
工三日
事千か
は万ら
次同 6
の以月
と上20
お、日

り九現
で千在
す万で
。円

、、ーーーーー，〆

マ
集
落
林
道
開
設
工
事

O
稗
畠

・
金
山
谷
線

契

約

6
月
凶
日

請
負
額
三
千
三
十
二
万
円

請

負

者

森

長

組

工

期

6
月
日
日

l
m月
ロ
日

司

H
目
H
u
unnH
U
H
U
M
n
a
n
a日
日
日
刊
H
日

H
U
M日時
H
日

H
U
HA-

一
第
二
回

魚

津

市

一

一

心
身
障
害
児
者
水
泳
教
室
一

一

の
お
し
ら
せ
一

一
ワ
|
イ
/

ワ
|
イ
/

一

一

今
年
も
泳
ぐ
の
だ
。
ビ
l
チ
ボ
ー
ル

一

一
で
遊
ぶ
の
だ
。

一

一

昨
年
の
水
泳
教
室
で
は
子
供
た
ち
は

一

一
か
ん
声
を
あ
げ
、
大
人
の
方
に
は
は
じ

一

一
め
て
泳
ぐ
と
い
う
方
が
何
人
も
い
ら
っ

中

一
し
ゃ
い
ま
し
た
。

一

一

今
年
も
み
ん
な
で
泳
ぐ
の
だ
。
み
ん

一

一
な
で
参
加
す
る
の
だ
。

一

中
日

時

児

童

8
月
3
日
・
叩
日

・中

一

四

日

一

一

大

人

7
月
白
日

中

一

8
月
6
日
・
四
日

一

一

午

前

日

時

か

ら

日
時
初
分
ま

中

一

で

。

一

一
場
所
魚
津
市
総
合
体
育
館
室
内
プ

一

一

ー

ル

一

一
そ
の
他
児
童
に
つ
い
て
は
保
護
者
の

一

一

付

添

い

を

原

則

と

し

ま

す

。

一

一
間
合
先
魚
津
市
社
会
福
祉
事
務
所
一

一

電
話

②
2
2
0
0

一

一

内
線
2
2
0

一

日

H
H
UH
U
H
U
H
H
i
n

-
n
H
M
H
UR
U
H
R
H
U
H
U

マ
r
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せ
ん
た
〈

選
択
届
と
は
?

国
民
年
金
に
は
、
い
ろ
ん
な
給
付
が

あ
り
ま
す
が
、
受
け
ら
れ
る
の
は
一
つ

で
す
。例

え
ば
、
中
年
で
障
害
者
に
な
っ
て

障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
主
婦
は
、
夫

が
な
く
な
ら
れ
た
場
合
、
母
子
年
金
を

受
け
る
資
格
が
で
き
ま
す
が
、
両
方
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
若
年
で
事
故
に
あ
っ
て
障
害

年
金
を
受
け
て
い
た
人
は
、
日
歳
に
な

る
と
老
齢
年
金
を
受
け
る
資
格
が
で
き

ま
す
が
、
こ
の
時
も
受
け
る
年
金
は
一

つ
で
す
。

い
ず
れ
も
自
分
に
有
利
な
年
金
を
選

ん
で
、
「
国
民
年
金
受
給
選
択
申
出
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

選
択
の
仕
方
や
手
続
き
は
、
市
役
所

の
国
民
年
金
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第
3
木
曜

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。
今
月
の
相
談
日
は
、
日

日
で
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

障
害
年
金
と
い
っ
し
ょ
に

老
齢
年
金
も
も
ら
え
る
か
?

間

障
害
年
金
を
も
ら
っ
て
い
て
、
さ

ら
に
、
日
歳
に
な
っ
た
ら
老
齢
年
金
も

も
ら
え
ま
す
か
?

答

両
方
を
い
っ
し
ょ
に
も
ら
う
と
い

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
白
歳
に
な
っ
た
ら
一
応
、

老
齢
年
金
の
裁
定
請
求
を
し
、

H

選
択

申
し
出
書
H

と
い
う
も
の
を
窓
口
に
提

出
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
障
害
年
金
と
老
齢
年
金
の

ど
ち
ら
を
も
ら
う
よ
う
に
す
る
か
き
め

る
わ
け
で
す
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、

ど
ち
ら
が
と
く
か
き
め
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
も
し
老
齢
年
金
を
う
け

57年度保険料第 1

期分 (4.5.6月分)

の納め忘れはない

か今一度確かめて

ください。

ょ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
際
は
、
障
害
年

金
を
受
け
て
い
る
聞
は
保
険
料
が
免
除

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
期
間
も
老
齢

年
金
の
受
給
の
た
め
の
資
格
期
間
と
し

て
計
算
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
期

間
に
つ
い
て
は
、
年
金
額
は
、
完
納
し

た
場
合
の
三
分
の
一
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
免
除
さ
れ
た
保
険
料
は
、
叩

年
以
上
で
あ
れ
ば
追
納
で
き
ま
す
。
追

納
し
た
場
合
は
、
老
齢
年
金
の
年
金
額

の
計
算
に
お
い
て
は
、
保
険
料
を
納
付

し
た
期
間
と
さ
れ
ま
す
。

奥
さ
ん
も
国
民
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
に
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん
も
任
意
に
加
入
で
き
る
こ
と
を

あ
な
た
は
ご
存
知
で
す
か
。

ご
主
人
が
加
入
し
て
い
る
厚
生
年
金

~ I~ ~ (j ・.“-孟...JI ‘ r

、0(、__， J

h-----圃
闘

・

・

園"と
や
共
済
組
合
か
ら
の
年
金
で
、
あ
な
た

は
一
応
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
民

年
金
に
加
入
し
ま
す
と
、
あ
な
た
自
身

の
年
金
権
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
老

齢
年
金
、
障
害
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
ご
主
人
が
万
一
の
場
合
、
厚
生

年
金
や
共
済
組
合
か
ら
の
遺
族
年
金
に

合
わ
せ
て
、
国
民
年
金
か
ら
母
子
年
金

な
ど
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
が
未
加
入
な
ら
、
い
ざ
と
い

う
時
の
た
め
に
、
そ
し
て
豊
か
な
老
後

の
た
め
に
、
ぜ
ひ
国
民
年
金
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
。
申
込
み
は
、
市
役
所
市
民

課
国
民
年
金
係
窓
口
で
で
き
ま
す
。 る

公
判
》
/
、

は
に
て

後
誰
つ

老

や

因究
民き
年ん
金書

燈か

がけ
る

と暮
し

もに

る

1f-tE・g
・-
J
I
f
--32-;
・3
r
---JI--一v

n
o

…
グ
行
政
の
合
同

au山
ハ
h

八
芹
H
1

一
間
閉
山
又

占引
-
E
F
F
E
R
-
-
E
O
H
H

皆
さ
ん
の
中
に
は
、
日
ご
ろ
役

所
や
公
社
の
仕
事
に
つ
い
て
、
納

州

一
得
で
き
な
い
こ
と
や
、
こ
の
よ
う

…

に
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
要
望
が
あ
~

り
ま
せ
ん
か
。

、

ま
た
家
庭
問
題
な
ど
心
配
ご
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
。

富
山
行
政
監
察
局
で
は
、
各
種
機

~

関
の
協
力
の
も
と
次
の
と
お
り
行
J

政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で

す
か
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
凡

さ
い
。

と

き

7
月
幻
日
附

)

午

前

日

時

1
午
後
4
時

川

と
こ
ろ
サ
ン
プ
ラ
ザ
三
階

V
相
談
内
容
と
担
当

一

相

談

内

容

一

知

当

一

一借地

・
借
家

.
登
記
一

5
j

一υM川
削
目
U州U

!
1

3

言一

富
山
地
方
法
務
局
一

一

人

権

相

談

一

t
i
-
-f
R
1
』一

一
マ
イ
ホ
ー
ム

・
相

続

一

国

税

局

一

一
贈
与
な
ど
税
相
談
一
税
務
相
談
室

一へ

一
相
続

・
養
子

・
家
庭
一

5
」
民

E
-
t
H
庁
一

一肘
Mtum--4

!直
一
富
山
家
庭
裁
判
所
一

、
一

関

係

相

誠

一

占
I
1
E
1

4
-F
一

一
厚
生
年
金

・
国
民
年
一
魚
津

一
へ

一金

・
健
康
保
険
相
談
一
社
会
保
険
事
務
所
一

一老人

・
児
童

・
母

子

一

一

一
・
障
害
者
な
ど
の
一
富
山
県
一

一
福
祉
問
題

・

一
社
会
福
祉
協
議
会
一

一
県
の
行
政
全
般
一
富
山

県
一、

一
市
の
行
政
全
般

一魚

津

市
一

一国
の
行
政
全
般
相
談
一
富
山
行
政
監
察
局
一
~
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

市
で
は
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ド
ッ
ク
(
健
康
情
報
調
査
票
)
の
利
用
を
勧
め
て
い
ま
す
。

※
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ド
ッ
ク
と
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ド
ッ
ク
と
は
、
疾
病

の
診
断
で
は
な
く
、
保
健
指
導
を
お
こ

な
う
も
の
で
す
。

自
覚
症
状
、
性
格
、
日
常
生
活
の
様

子
、
い
ま
か
か
っ
て
い
る
病
気
、
い
ま

ま
で
に
か
か
っ
た
病
気
、
家
族
の
既
往

歴
等
を
健
康
情
報
調
査
票
に
記
入
し
、

そ
れ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
処
理

『、、、
H
U

~ f? 
メク

し
ま
す
。

そ
の
結
果
に
基
づ
き
、H
自
分
の
健
康

は
自
分
で
守
る
H

こ
と
の
基
礎
と
す
る

も
の
で
す
。

※
成
人
病
の
早
期
発
見
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

成
人
病
と
い
う
の
は
カ
ゼ
や
伝
染
病

と
ち
が
っ
て
、
。
し
の
び
よ
る
病
H

と
も

よ
ば
れ
、
歳
を
重
ね
る
と
と
も
に
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
内
臓
諸
器
官
に
変

調
を
お
こ
し
て
、
つ
い
に
は
死
に
至
る

実
に
厄
介
な
病
気
の
総
称
で
す
。
中
で

も
脳
卒
中
、
ガ
ン
、
心
臓
病
が
三
大
成

人
病
と
し
て
、
死
因
の
半
数
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
。

成
人
病
か
ら
逃
れ
る
に
は
、
日
頃
か

ら
自
分
の
健
康
に
気
を
配
り
、
疾
病
の

早
期
発
見
を
心
が
け
、
芽
の
う
ち
に
摘

み
取
っ
て
し
ま
う
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。

た
と
へ
は
ガ
ン
な
ど
も
早
期
に
発
見
し
、

適
切
な
処
置
を
と
れ
ば
川
%
近
く
が
完

治
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ド
ッ
ク
を
利
用
す
る

要
件

こ
の
ド
ッ
ク
を
利
用
す
る
に
は
、
つ

ぎ
の
要
件
に
か
な
う
方
と
な
っ
て
い
ま

す。o
一
年
以
上
、
国
保
の
被
保
険
者
で
あ

っ
て
満

ω歳
か
ら
似
歳
ま
で
の
方
と

I
レ
宇
品
寸
y

。

O
国
保
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

※

費

用

費
用
は
無
料
で
す
。

※
利
用
の
手
続
き
は

ド
ッ
ク
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

市
民
課
国
保
係
へ
印
鑑
、
被
保
険
者
証

を
持
参
し
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
は
、
7
月
白
日
ま
で
。

V
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

魚
津
市
国
民
健
康
保
険
条
例
を
次
の

よ
う
に
改
正
し
ま
す
。

l
葬
祭
費

現

行

五

、

0
0
0円

改

正

一

O
、
0
0
0円

2
育
児
手
当
金

現

行

五

、

0
0
0円

改

正

一

O
、
0
0
0円

こ
の
規
定
は
昭
和
町
年
叩
月
1
日
か
ら

適
用
し
ま
す
。

V
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

国
保
税
の
主
な
改
正
点

O
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

今
ま
で
の
限
度
額
二
十
六
万
円
を
二

十
七
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
法
律
改
正
に
よ
る
も
の
で
す
。

O
低
所
得
世
帯
の
負
担
軽
減

市
条
例
の
改
正
に
よ
っ
て
低
所
得
世

帯
に
対
す
る
、
六
割

・
四
割
の
軽
減
額

が
均
等
割
と
平
等
割
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
軽
減
が
増
加
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
幻
年
度
国
保
税
納
税
通
知
書
は

7
月
何
日
ご
ろ
、
各
家

庭
へ
届
き
ま
す
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
第
一
期
の
納
期
限
は

7
月
別
日
で
す
。
お
忘
れ
な
い
よ
う
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ア
月
の
健
康
管
理

蒸
し
暑
く
食
欲
の
お
と
ろ
え
る

季
節
で
す
。

夏
パ
テ
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
/

こ
の
季
節
に
は
、
ふ
だ
ん
健
康
な

人
で
も
体
が
だ
る
い

・
食
欲
が
な
い

等
の
夏
パ
テ
の
症
状
を
訴
え
る
人
が

一
多
い
も
の
で
す
。
こ
の
時
期
を
元
気

一
に
乗
り
こ
え
る
工
夫
を
し
ま
し
さ
つ

o

v

貧

パ
テ
予
防
法
》

一
l

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
、

一
三
食
き
ち
ん
と
食
べ
ま
し
ょ
う
。

-
2
良
質
の
蛋
白
質
(
肉
・魚
・卵
・大

古
豆
)
は
毎
日
食
べ
ま
し
ょ
う
。

一
3

甘
み
の
多
い
ジ
ュ
ー
ス
よ
り
は
、

古
牛
乳
を
毎
日
飲
み
ま
し
ょ
う
。

-
4
主
食
よ
り
は
副
食
を
多
め
に
。

一
5

ご
ま

・
酢

・
レ
モ
ン
等
を
じ
よ

一
う
ず
に
料
理
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

込

6

野
菜
・
果
物
(
ビ
タ
ミ
ン
島
・

C
)

一

を
豊
富
に
。

一
7

規
則
正
し
い
生
活
を
し
、
夜
ふ

-
か
し
は
さ
け
ま
し
ょ
う
。

V
8

畳
ね
は
お
お
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

一

《ビ
タ
ミ
ン
類
を
豊
富
に
》

，
ペ
j
!
i
-
J吋

不
足
し
が
ち
な

守

一ビ
タ
ミ
ン
ロ
思

'

戸け
ド
ト
れ
は
い

ビ
タ
ミ
ン
n
m
は
糖

一
質
が
体
内
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
時

に
必
要
と
な
り
ま
す
。
暑
く
汗
の
で

4ト《ト‘ト‘ト‘ト《ト‘ト唱

や
す
い
と
き
は
、
特
に
こ
の
ビ
タ
ミ

ン
臥
が
失
な
わ
れ
が
ち
で
す
。
不
足

す
る
と
、
頭
が
重
い
・
食
欲
が
な
い

.
ね
む
い

・
だ
る
い
等
の
症
状
が
起

き
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
臥
の
多
い
食
品
と
し
て

は
強
化
米
・

豚
肉

・
豆
類

・
セ
ロ
リ

.
シ
イ
タ
ケ
等
が
あ
り
ま
す
。

勺

U
U料
以
成
人
一
日
の
ビ
タ
ミ

ケ
げ
け
リ
ル
ン
n
m
必
要
量
は
川
g
で

す
。
こ
れ
を
食
品
だ
け
で
と
る
と
す

れ
ば
、
例
え
ば
豚
肉
で
は
約
捌
g
食

べ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
強
化
米

で
は
、
l
g
で
十
分
な
の
で
す
。
し

か
も
1
人
1
円
少
々
と
、
安
価
で
す
。

毎
日
の
ご
は
ん
で
む
り
な
く
必
要

な
ビ
タ
ミ
ン
臥
が
と
れ
る
強
化
米
を

使
い
夏
バ
テ
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ぺ
i
ii
t〈
j
A

ビ
タ
ミ
ン
C
は

ヤビ
タ
ミ
ン
C
M

戸

F
3
)
J
J
ト
ト
w

ス
ト
レ
ス
に
対
す

る
抵
抗
力
を
つ
け
る
働
き
が
あ
り
ま

す。
ビ
タ
ミ
ン
C
の
多
い
食
品
は
、
イ

チ
ゴ

・
柿
・
レ
モ
ン
・
キ
ャ
ベ
ツ
で

す。

(13) 
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り叩即よ
c

だ健保
7
月
の
休
日
診
療
医 問い合わせは ft22-2200

(内線 231)

7
月
一日

-
-
-
?
i
i
一
浜
経
団

.

t

け

一
間
一
江
幡
医
院
一

-E
M
M
i
)
i
!

4
日
一
。
一

t
中

E

R
一

宮
@
5
0
5
2

1
1
一0
一
λ
1
、a

・

f-E
一
双
葉
町

日
日
一
回
一
鈴
木
医
院
一
「

IN
N

-

!

l
i
-
-日一

4S
E
E
R
-

E
@
0
1
1
7

5

1
一日一

i
f
-
--E
一
友
道

凶
日
一
日
一
扇
谷
医
院
一

l
u
b

i
l
l

-
-
一
日
一

E
4
E
R
一

宮
@
1
3
5
5

5
1
一0
一
『

3

5

一
下
村
木
町

お
日
一
回
一
河
内
病
院
一

-
M
ド
リ
!

F
)

2

1
一。一

i
F
引

R

一

宮
@
3
2
1
0

8
月

一0
一
魚
津
神
経
サ
一
江
口

1
8
一
任
-
ナ
ト
リ
ウ
ム

宮
@
3
4
8
6

柚
木
歯
科

医
院

魚
津
歯
科

医
院

野
田
歯
科

医
院

小
森
歯
科

医
院

11 
日

(日)

四
日
一
回

お
日
一
回

入
善
町
入
絡

含

0
7
6
5

@
0
0
5
8
 

朝
日
町
泊

8
0
7
6
5
8
 

②
0
4
6
8
 

入
善
町
入
路

含

0
7
6
5

@
0
2
6
2
 

上
市
町
新
町

8
0
7
6
4
7
 

②
0
0
3
2
 

。診療時聞は、いずれも午

前9時から午後5時まで。

内 唾円』ヨF 対 象 と き と ー ろ 備 考ー

3か月児健診 3か月児
7月8日(木)

22日(木)
13 : 00 -14 : 00 

8か月児健診 8か月児
2日幽

9:00-10:00 
8月6日幽

1歳6か月児健診 55年12月生れの幼児 7月13日(刈 13: 00-14: 00 

54.6.16-6.30生れの幼児 7日(水) 魚津保健所

3 歳児健診 54. 7 . 1 -7 . 15生れの幼児 21日(水) 13: 00-14: 00 

54.7.16-7.31生れの幼児 8月4日TJ¥)
母 親 学 級 妊婦とその家族 7月16日働 9: 00-16:00 

母親学級は昼食をこ
歯 の 相 談 乳幼児と妊婦 23日ω 9: 00-12: 00 

持参ください。
心の健康相談 一般市民 20日(火) 13 : 30 -15 : 00 

一般 市 民 20日ω 13 : 00 -15 : 00 魚津市役所保健室 血圧測定・検尿・心電図・診察

健 康 相 吾昆火火 西布施地区の人 6日(火) 13 : 00 -15 : 00 西布施公民館 貧血の健康相談

松倉地区の人 19日(月) 13:00-15:00 稗畠公民館

胃 検 吾員必~、 一般 市 民 21日W) 9:00-10:00 
教育センター

検診料 1，200円

婦 人 検 吾員必~、 一般 市 民 26日(月) 13 : 00 -14 : 00 検診料 1，050円

手し 房 検 霊田会9 一般 市 民 26日(月) 13: 00 -14 : 00 
(住吉小学校)

検診料 1，100円

。 胃、婦人検診希望者は実施日 10日前まで市 ・生活環境課へ申し込みください。

毎週月曜日 10 : 00 -11 : 30 道下公民館

毎週月 ・木曜日 9:30-11:00 経団福祉会館
体操の出来る服装の

健 康 体 操 一般市民 毎週月 ・木曜日 10 : 00 -11 : 30 本江公民館

毎週火曜日 10: 00 -11 : 30 村木公民館
用意を願います。

毎週木曜日 10 : 00 -11 : 30 大町公民館

健康体操講習会 一般 市 民 7月25日(日) 9:00"-'16:00 総合体育館 畳食持参してくださ
し、。

7月 9日働 9: 30-11:00 江口多目的研修センター

9日幽 13 : 30 -15: 00 大光寺公民館 ⑧ 

16日幽 9:30-11:00 経団公民館

16日幽 13 : 30 -15 : 00 石川勝嘉宅 ⑧ 
結核住民検診 23日働 9:30-11:00 持光寺公民館 -個人票は必ずご持

23日幽 13: 30-14: 30 前東城公民館 ⑮ 参ください。

一般市民
23日幽 14: 40-15: 30 奥東城公民館 ⑧ -成人病検診には健

成人病検診 26日(月) 9:30-11:30 常願寺 康手帳を持ってい

26日(月) 13: 30-14: 30 山女青少年の家 ⑧ る方はご持参くだ

⑧のついたところ 26日(月) 15: 00 -15: 30 横枕公民館 きい。

27日(刈 9:30-11: 30 老人福祉センター

27日(火) 13:30-14:30 道坂公民館 ⑧ 

28日(水) 9:30-11: 30 勤労者会館

28日か'J¥) 13: 30-15: 00 片員公民館 ⑧ 

、、t
E

，，，=“. l
 

'
'
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内 容 対 象 と き と ー ろ 備 考ー
7月29日(木) 9:30-11:30 吉島小学校

29日(日) 13: 30-14: 30 鹿熊公民館 ⑧ 

29日(日) 15: 00 -15: 30 出公民館

結核住民検診
30日幽 9:30-11:30 加積公民館

30日幽 l3: 30-14: 30 農協松倉支所 ⑧ 
-個人票は必ずご持

30日幽 15 : 00 -15 : 30 湯上公民館 ⑧ 
参ください。

成人病検診
一般市民 8月 3日ω 9:30-10:00 石垣平

-成人病検診には健

⑧ のついたところ 3日(刈 10: 30-11: 30 石垣公民館
康手帳を持ってい

3日(刈 13: 30-14: 30 白倉小学校 ⑧ 
る方はご持参くだ

3日ω 15: 00-15: 30 有山公民館
きい。

4日休) 9:30-10:20 雄 峰 団 地

4日制 10: 30-11: 30 袋公民館

4目。同 l3 : 30 -15: 00 坪野小学校 ⑧ 

13: 30-14: 00 
-体温は自く宅でさ計っ生後 3か月から 3歳

ツベルクリン B C G て き て だ い
までの乳幼児で、今 -母子健康持参手帳く ・印

予 までに 1回もツベル
6月29日(刈 7月 1日(村

上野方小学校 かんを だき
ツベルタリン クリ ン反応検査を受 天神公民館

し、。

防 反 応検査 けていない乳幼児は
道下公民館

※接t熱星種のすあるる時人の特注意に

最寄りの会場へおい 6月30日(7]<) 7月 2日幽 しんなどまん延
でください。 本江公民館 性医の皮相膚病談の人は

接 ⑧ 7月が最終実施会
師に してく

B C G 7月5日(月) 7月7日や同 経団福祉会館 アごさし、
場になっています。

7月6日(刈 7月 8日附 加積公民館 @ 麻接F商しん(ハシカ)の
種 もれなく受けるよ 種後あ 1か月の間

うにしてください。 市民会館
を けてくださ

7月7日附 7月9日幽 〈該当地区・大町・村木〉
"、。

麻 し ん 18か月 -36か月児 麻しん接種券は、 l歳 6か月児健診会場にて発行します。

本
と
の
出
会

い
、
ゆ
た
か
な
人
生
・:
④

新
刊
書
の
ご
案
内

〈一

般

書
〉

趣
味
の
酒
っ
く
り
ド
ブ
ロ
ク
を
つ
く
ろ
う
実
際

編

笹
野
好
太
郎

電
報
文
の
ア
イ
デ
ア
川
例

有

海

千

尋

定
年
か
ら
の
出
発

フ
レ
ッ
ト
・
ケ
ン
プ
他

薬
の
い
ら
な
い
健
康
法

A
・
c
-ア
ヴ
ド
ゥ
リ
ナ

家
庭
株
式
会
社
の
す
す
め

今

井

森

男

『ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
』
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
物
語

塩
津
実
信
他

野
の
花

(
フ
ィ
ー
ル
ド
百
花
)

大

場

達

之

鉢
花
作
り
ロ
か
月

主
婦
の
友
社
編

酒
の
肴
す
ぐ
に
役
立
つ
附
晶

岡
本

清
孝

プ
ラ
モ
デ
ル
カ
タ
ロ
グ
皮

空
と
ぶ
ス
ヌ

l
ピ
l

チ
ャ
ー
ル
ズ

・
シ
ュ
ル
ツ

山
渓
カ
ラ

l
名
鑑
日
本
の
山

山
と
渓
谷
社
編

〈文

学

・
小

説

〉

食
べ
て
儲
け
て
考
え
て

い
ま
、
私
は
風
に
な
る

も
う
一
つ
の
出
会
い

わ
が
青
春
に
出
会
っ
た
本

枕
草
子
の
謎

郎

永

漢

町

田

知

子

宮
尾
登
美
子

三

浦

綾

子

藤

本

泉

我
が
闘
争
・
球
を
抱
い
て
横
走
り

野
坂

倉
坂

中
沢

多
岐
川

斉
藤

平
岩

弓 葉昭
枝栄恭茂子如

お
れ
た
ち
の
落
白

紙
飛
行
機

人
形
屋
お
仙

鉄
道
マ
ニ
ア
殺
人
事
件

色
の
な
い
地
図

〈郷

土

の

本

〉

家
持
の
立
山
の
賦

川

上

正

二

句

集

火

牛

中

田

秋

久

あ
た
ら
し
い
本
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
手
に
と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週
間
で
す
。

み
ん
な
い
っ
し
ょ

7
月
の
お
し
ら
せ

5
日
何

お
は
な
し

ス
ク
リ
ー
ン
に
写
る
絵
本
の
き
れ
な
絵
。

さ
あ
、
部
屋
を
暗
く
し
て
、
お
は
な
し

の
は
じ
ま
り

い
l
。

問
日
側

、
え
い
が
・
い
っ
す
ん
ぽ
う
し

3
じ
初
ぷ
ん
か
ら
、
と
し
よ
か
ん
、

視
聴
覚
室
で
ひ
ら
き
ま
す
。

川

柳

教

室

ご

案

内

食

と

き

7
月
刊
日

ω

午
後
1
時
初
分
1
午
後
4
時
ま
で

会
と
こ
ろ

魚
津
市
立
図
書
館

会

課

題

「

あ

き
缶
」「
雑
詠
」

食
講

師
木
村
喜
見
城
先
生

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

角
田
白
川

汀

1
沼

時
時

hz‘両
日
間
一

一牝

時

η

↓

4
E
a
H
H川
市

nv

m
や

~

分

祝

ω
書
時
時間
一一品
目踊

が

一
区

和

開
9

こ
ゴ
コ

。。
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み
ん
砲
の

ま。菰

'v

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
学
校
開
設

「
県
民
ひ
と
り
一
ス
ポ
ー
ツ
」
の
推

進
を
図
る
た
め
、
次
に
よ
り
県
民
ス
ポ

ー
ツ
大
学
校
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

市
民
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

マ
種

マ
講

目

水
泳

ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

メ
ダ
リ
ス
ト

竹
宇
治
聡
子
(
旧
姓
田
中
)

7
月

M
日
出

午
後
l
時
初
分
1
4時

室
内
温
水
プ
1
ル

親
子
(
小
学
生
)

市
叩

A
H
h
"
 

マ
日

時

マ

会

場

マ
対
象
者

室
内
温
水
プ

l
ル

臨
時
休
館

室
内
温
水
プ
ー
ル
で
は
、

7
月
6

日

ωプ
l
ル
の
定
期
清
掃
の
た
め
、

臨
時
休
館
し
ま
す
。

先
着
順
二

O
O名
ま
で
。

マ
受
講
料
無
料

参
加
申
し
込
み
は
、
ァ
月
日
日
肘
ま

で
市
教
委
体
育
課
(
宮
②
2
2
0
0
内

線
3
1
0
)
ま
た
は
、
室
内
温
水
プ
ー

ル

(
宮
②

1
2
6
3
)
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

ス
ボ

9] I 

紋お
ケ

挫ざガ
』ョ ーー

ロ
メ
モ

捻
挫
で
い
ち
ば
ん
多
い
の
が
足
く
ぴ
、

次
い
で
手
指
、
ひ
ざ
、
足
、
ひ
じ
、
腰

の
順
と
な
り
ま
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
中

に
人
の
足
に
乗
っ
て
自
分
の
足
く
び
を

く
じ
く
、
ス
キ
l
で
転
ぶ
な
ど
、
ス
ポ

ー
ツ
に
は
捻
挫
の
機
会
が
い
た
る
と
こ

ろ
に
待
ち
構
え
て
い
る
感
が
あ
り
ま
す
。

軽
症
な
ら
一
週
間
で
治
る
が
痛
み
や
は

れ
が
ひ
ど
け
れ
ば
専
門
医
へ
。

【
応
急
手
当
】

袋
路
挫
の
状
態
を
調
べ
る
。

②
淳
、
痛
部
分
を
冷
や
す
。

約
初
分
冷
や
し
ま
す
。
こ
の
あ
と
副

木
な
ど
で
応
急
的
に
固
定
し
ま
す

(
き
つ
く
締
め
す
ぎ
な
い
よ
う
に
。
)

③
患
部
を
高
く
上
げ
て
保
つ
。

患
部
を
心
臓
よ
り
高
く
し
て
運
び
、

当
夜
は
高
く
し
た
位
置
で
冷
や
し
つ

づ
け
ま
す
。

安
し
て
は
い
け
な
い
処
置

捻
挫
を
ち
ら
す
と
い
っ
て
患
部
を
マ

ッ
サ
ー
ジ
し
た
り
、
も
ん
だ
り
は
厳
禁
。

こ
れ
は
、
は
れ
を
増
す
だ
け
で
、
あ

と
の
治
り
を
遅
ら
せ
ま
す
。

魚
津
工
業
高
校
の
学
校
体
育

施
設
の
夜
間
開
放
に
つ
い
て

体
育
館

・
6
月
比
日
よ
り
開
放

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
7
月
下
旬
よ
り
開
放
予

{疋
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
申
し
込
み
は

市
教
育
委
員
会
体
育
課
で
毎
週
月
曜
日

の
午
前
日
時
半
ま
で
に
受
付
を
行
い
、

ロ
時
半
か
ら
使
用
曜
日
、
コ
ー
ト
別
を

抽
選
し
ま
す
。

体
育
館
の
使
用
申
し
込
み
は
、
直
接

魚
津
工
業
高
校
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

※
曜
日
別
利
用
種
目

(
グ
ラ
ウ
ン
ド
)
(
体
育
館
)

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

野

球
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

サ
ッ
カ
ー

木水火月
J/ J/ 曜

日

金
曜
日

土
曜
日

8
月
の
歩
こ
う
会

8
月
の
歩
こ
う
会
は
、

1
日
に
白
倉

小
学
校
周
辺
を
散
策
し
ま
す
。

総
合
庁
舎
前
を
、
午
前
7
時
6
分
発

の
パ
ス
で
鹿
熊
へ
行
き
、
白
倉
ト
ン
ネ

ル
|
升
方
l
月
形
橋
と
歩
き
ま
す
。

参
加
者
は
、
午
前
7
時
ま
で
に
、
総

合
庁
舎
前
へ
お
集
り
く
だ
さ
い
。

(昼
食
持
参
)

7
月
の

ス
ポ
ー
ツ
こ
よ
み

27 25 24 18 17 11 4 と
日一日 日 臼 日 日 日

き{刈(臼) (:IJ (円) (十j (円) (円)

選予 球年聖大会回県子 金国ポ少スソl 

球競技 ・ 大学校民県・

会式 総体育大会合修司 3第1 

式・フ ・

野球障技 常}体ポス・ 韓桂ニス 常v 体軟式・ 上輯技 会}岸学陸中・ フポト1教北憎瞳員・ ナメンt グリl球市野・ ポルl 市長再・ 技ニ瞳ス 会~唖式・t 抗陸上瞳技大会 ー第・
暗テ一桂スー {体、学市軟中， 山JdトlL{ 体、牢市中， 

行-

{ 令E学野市F本 主-ソl 輯か金技ほ 魚津市民固
事

ル ト職決勝ポス大会パレ 地安田区寸 名
続干支 、ノ ~ .. -r 大会ソ ト少 | テ

野草場市 ンド 酉中グラウ ルl 室内温水プ

ン吉
営市コ ンド 東中グ

Lま 車坊市聖子業き

営市 ン吉ン束中グ
未

紘体育貧合富

営市ン吉 とド田 ド回ド
コド回グ

~it. グ コ グ 定 」ー，
台、 フ フ フ て7 て7 ろ

ウ ト ウ 台、 ト ウ ウ ト rフ

東
西
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
夜
間

開
放
利
用
の
皆
さ
ん
へ
(
お
願
い
)

東
西
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
夜
間
開

放
利
用
時
に
車
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、

当
該
校
正
面
の
駐
車
場
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、タ
バ
コ
の
吸
ガ
ラ
、
清

涼
飲
料
の
空
カ
ン
等
は
各
自
が
持
ち
帰

っ
て
く
だ
さ
い
。

「
魚
津
ま
つ
り
」
の

一

日
程
と
行
事

一

恒
例
の
「
魚
津
ま
つ
り
」
は
、
今

年
は
市
制
ぬ
周
年
を
迎
え
華
や
か
に

一
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
主
な
行
事

一
と
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一

8
月
6
日
幽

一マ
海
上
花
火
大
会

一
マ
三
市
二
郡
実
業
団
相
撲
大
会

一

8
月
7
日
出

よ
一
〉
経
団
七
夕
ま
つ
り

一マ
た
て
も
ん
祭

一

8
月
8
日
日

一
一
〉
魚
津
工
業
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
パ

一

レ
l
ド

一マ
中
学
女
子
せ
り
込
み
蝶
六
街
流
し

一
一
〉
子
供
み
こ
し

一マ
獅
子
舞

一マ
た
て
も
ん
祭

一

8
月
9
日
間

一マ
せ
り
込
み
蝶
六
踊
り
街
流
し

一

な
お
、
子
供
み
こ
し
、
街
流
し
等

一
に
参
加
出
演
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

一市
商
工
観
光
課
(
宮
②
2
2
0
0
)

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

。。
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-
七
夕
ま
つ
り

今
年
も
七
夕
ま
つ
り
の
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
河
川
を
き
れ
い
に
す
る
運
動

や
防
災
上
か
ら
鴨
川

・
角
川
に
七
夕
か

ざ
り
を
流
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す。
そ
の
た
め
七
夕
か
ざ
り
は
、
次
の
よ

う
に
指
定
場
所
へ
出
し
て
い
た
だ
く
か
、

各
自
印
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
に
切
っ
て
、
各

町
内
の
ご
み
収
集
日
に
収
集
場
所
へ
お

出
し
願
い
ま
す
。

。7
月
7
日
午
後
7
時
か
ら
午
後
8
時

初
分
ま
で

交
大
町
小
学
校
周
辺
の
方
は
、

「
大
町
小
学
校
校
庭
」
へ

食
村
木
小
学
校
周
辺
の
方
は
、

「
村
木
小
学
校
校
庭
」
へ

な
お
、
当
日
は
順
序
よ
く
校
庭
に
は

い
り
、
ち
ょ
う
ち
ん
の
火
を
消
し
て
か

ら
指
定
の
場
所
へ
お
い
て
お
帰
り
く
だ

さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
雨
の
場
合
は
、
各
町
内

の
ご
み
収
集
場
所
へ
出
し
て
下
さ
い
。

-
た
て
も
ん
祭
り
が

日
本
の
祭
に
参
加

「
日
本
の
祭
り
」
は
毎
年
8
月
坂
本

九
が
司
会
し
、
明
治
神
宮
外
苑
絵
函
館

前
広
場
で
大
勢
の
観
客
を
集
め
盛
大
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
第
ロ
回
目
で
、
青
森
の
ね
ぶ

た
を
始
め
、
江
戸
神
輿
、
遠
州
哲
居
手

-
ア
ユ
成
育
調
査
の
結
果

6
月
刊
日
閥
、
晴
天
の
中
、
県
下
で

最
初
の
ア
ユ
成
育
調
査
を
実
施
し
ま
し

た。
水
温
は
布
施
川
口
℃
、
角
川
川
℃
で

し
た
。
布
施
川
は
か
な
り
高
め
で
、
例

年
に
比
べ

5
1
8
℃
高
い
よ
う
で
す
。

成
育
は
両
河
川
と
も
ロ

m
前
後
と
平

緊急に職を探しています
〈市内在住の方〉

番整理号 職希 望種 年齢 性別 希賃望金 前歴 学歴 免許その他

l 雑 役 57 男
1万0円 技能工 小卒 上肢機能 5級

2 雑 役 61 男 10 守 衛小卒 心臓機能 3級

3 雑 f生 48 男 10 事務員 大卒 体幹機能 2級

4 雑 f生 59 男 10 包装工 小卒 視覚 4級

5 雑 f生 51 男 10 倉庫材料係 旧中卒 上・下肢機能5級

6 雑 役 40 男 10 プレス工 中卒 心臓機能 4級

7 経理事務 20 男 9 高卒 上肢機能 2級

8 営業管理 42 男 25 販売庖長 高卒

9 ，昌"'- 業 66 男 10 営土利忽業舵66年F 高卒

10 オ印フ刷セッ工ト 37 男 16 オフ JOn局年リ高卒12 

11 単労工 48 女 8 庖 員高卒 下股機能 5級

12 雑 千支 63 女 7.5 加ダンボー工ル 小卒 下肢機能 4級

13 一般事務 29 女 9 事 務短大卒

14 一般事務 23 女 9 庖 員短大卒 普通免許

15 経理事務 21 女 8.5 事 務高卒 珠算・簿記可

16 運転手 32 女 9 配達員 中卒 普通免許

17 
POP 21 女 9 P 0 P 短大卒 普通免許

ショーイング

18 水産加工 34 女 8.5 魚加工 中卒

19 水産加工 38 女 8.5 魚加工 中卒

20 軽作業 46 女 8 部甜土上工 中卒

年
並
で
し
た
。
た
だ
角
川
で
は
日
仰
の

大
物
が
と
れ
ま
し
た
の
で
、
解
禁
初
期

か
ら
大
物
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。
ァ

ユ
は
一
日
l
m
近
く
成
長
し
ま
す
。

-
駅
前
駐
車
場
工
事

国
鉄
魚
津
駅
前
広
場
の
市
営
有
料
駐

車
場
は
利
用
度
が
高
く
、
機
器
の
損
傷

も
甚
だ
し
く
、
た
び
た
び
修
繕
を
要
し

ご
透
恐
を
か
け
て
お
り
ま
す
。
こ
の
際

市
で
は
新
機
種
を
導
入
し
、
さ
ら
に
ゆ

と
り
の
あ
る
駐
車
場
に
す
る
た
め
、
次

の
と
お
り
工
事
を
行
い
ま
す
。
期
間
中

は
、
駐
車
場
の
利
用
が
出
来
ま
せ
ん
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

0
工
事
期
間

7
月
刊
日
か
ら
8
月
刊

日
ま
で

新
機
種
設
置
完
了
後
は
今
ま
で
同
様

ご
利
用
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

-
市
民
会
館
大
ホ

l
ル
催
物

子 て飛，烏
ラぇド 映写会

おどふる fm へま

ぬ見だ へそし
りさ 物

も と 名
ん の

PM AM 18 PM 11 と

時2 時10 ( 日日) 時1( 日日) き

よ当日 売""1 、子親 学小生 幼児 て一 当目 、売前 入

CCcロ=ココヲコ 2ノ戸=コ、ヲコ EC亡F二ココqコ CC/FコD 司、 場
CCEFココ『ヨ CCフ戸ココ可ヲ 2まFDコヲL 料

社 映画配結新教宵揖 草民踊季ゆき ま

{鑑

者

-
心
臓
病
の
子
ど
も
の
た
め

の
無
料
検
診
と
講
演
会

と

き

と
こ
ろ

県 9
民月
会 4
館 日
501 (日)

言

⑧
⑥
⑤
⑫
 

筒
花
火
な
ど
、
日
の
演
目
が
決
定
し
て

い
ま
す
が
、
本
市
の
た
て
も
ん
祭
も
日

年
に
つ
づ
き
二
度
目
の
参
加
出
演
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、

8
月
日
日
幽
比
日
目
白
日

目
の
3
日
間
に
わ
た
り
開
演
さ
れ
ま
す

が
、
こ
の
模
様
は

8
月
汎
日

ω午
後
7

時
初
分
か
ら
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
「
火
曜
ワ

イ
ド
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
で
会
国
に
テ
レ
ビ

放
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
期
待
し

ま
す
。

日

え」/
¥
 

所

せ

{
疋
わ

安

合

業

問

職

お

北
ハ
へ

公

〉

津

白

魚

m
-Z
M
 

と

宮

l
u
 

わ/
¥
 

※
 

受

付

午

前

9
時
j

m
時

ω

分
検
診
と
療
育
相
談

午
前
9
時
初
分
i
ロ
時

県
立
中
央
病
院
藤
村
光
夫

富
山
赤
十
字
病
院
塩
谷
謙
二

講

演

午

後

1
時
i
3
時

「
心
臓
病
児
(
者
)
と
心
身
症
」

東
邦
大
学
医
学
部
(
心
療
内
科
)

教
授
筒
井
末
春

程

-
母
子
家
庭
子
女
の

一
泊
練
成
会
開
催

魚
津
市
母
子
福
祉
会
で
は
、
小
学
校

五
、
六
年
生
を
対
象
に
一
泊
二
日
を
大

自
然
に
親
し
み
な
が
ら
社
交
性
や
友
愛

心
を
高
め
健
全
な
青
少
年
と
な
る
た
め

練
成
会
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

日
時

7
月
お
日

1
初
日

場
所
滑
川
青
少
年
婦
人
研
修
セ
ン
タ

、、lJ
J

7
t
 

a'EE--

，，1
1

、
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-mミ
リ
映
写
技
術
講
習
会

マ
と
き

7
月
初
日

ω
i
n日
幽
ま
で

の
4
日
間
、
毎
日
午
後
6
時

1
9時

ま
で
。

マ
と
こ
ろ
市
教
育
セ
ン
タ
ー
(
住
吉

小
学
校
前
)
宮
②

2
4
9
5

マ
申
込
方
法
市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
ま
た
は
市
教
育
セ
ン
タ
ー
へ

マ
免
許
証

検
定
の
上
合
格
さ
れ
た
方
に
、
免
許

証
を
交
付
し
ま
す
。

マ
そ
の
他

添
付
用
写
真

(m・
J
×
初

イ
)
一

枚
。

テ
キ
ス
ト
代
一
、

0
0
0円
必
要
で
す
。

-
明
日
の
親
の
た
め
の

学
級
生
募
集

マ
と
こ
ろ
市
内
地
区
公
民
館

マ
受
講
料
無
料

マ
申
込
み

7
月
日
日
ま
で

マ
申
込
先
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
(
申
込
用
紙
で
)

マ
学
習
内
容

10 918 716 514 3 1 2 1雲

婚結

赤ん0生草3 赤生ん0草3 

妊娠 妊娠 婚結
婚前宝捗

男
の

|学

庭家と 産出 産出 律法と
生
理 習

理違(長2) (理達長1) 

女 内

避妊 避妊 グ〉 句合ヤ

生
(2) (1) 

理

捕者直E会炎義 義言離講f 

討
施設講

義討韓講 映写言韓す 言謹講義t 義言諜講t 
義講 義講

学習グ方法》

議
μ十見4 義・ 討議 討講

-
第
二
回
漆
の
モ
ノ
を

作
る
会
参
加
者
募
集

マ

と

き

7
月

5
日
間
午
後
6
時

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
民
会
館

マ

定

員

初
名

(
先
着
順
)

マ

会

費

有

料

マ

主

催

魚

津

漆

工

組

合

マ

協

賛

富

山

県

・
魚
津
市

く
わ
し
い
こ
と
は
市
漆
工
組
合
(
宮

②

0
8
5
7
鷹
休
漆
器
庖
)
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
洗
足
学
園
公
開
大
学
講
座

(
夏
期
英
語
セ
ミ
ナ
ー
)

洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学

魚
津
市

・
魚
津
市
教
育
委
員

ム云8
月
7
日
ω
1
8
月

9
日
制

9
時
j
凶
時

国
鉄
魚
津
駅
か
ら
「
洗
足
学

園
」
行
き
パ
ス

8
時
お
分
発

マ
受
講
対
象
者
一
般
社
会
人
、
中
高

の
教
員
及
び
学
生

マ
募
集
人
員
別
名
(
一
ク
ラ
ス
初
名
)

マ
申
込
洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学

「
公
開
大
学
講
座
」
係
へ
指
定

の
用
紙
に
会
費
を
そ
え
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
会
費
七
、

0
0
0円

(
学
生
五
、

0
0
0円
)

【授
業
内
容
】外

人
講
師
に
よ
る
発
音
、
話

し
方
の
指
導
、
自
由
会
話
、

デ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン
、
日
本
と

英
米
の
考
え
方
発
想
の
相
違

マ
主
催

マ
後
援

マ
期
間

マ
交
通

-
市
民
大
学
講
座
(
第
七
回
)

日

時

7
月

9
日
幽

講場

師所

午
後
6
時
記
分

i
午
後
8
時

初
分

本
江
公
民
館

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

校

長

室

田

悼

テ
ー
マ

「労
働
と
余
暇
の
教
育
的
考
察
」

員
印
名
(
先
着
順
)
無
料

催
富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

賛

魚
津
社
会
教
育
推
進
会
議

協主定-
婦
人
市
民
大
学
講
座

(
第
七
回
)

日

時

7
月

n日
嗣

午
後
7
時

i
午
後
8
時
初
分

村
木
公
民
館

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

産
業
教
育
研
究
室
長
木
村
浩
一

「
生
活
の
中
の
遊
び
」

日
名
(
先
着
順
)
無
料

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

魚
津
社
会
教
育
推
進
会
議

講場

師所

テ
ー
マ

{
疋
口
貝

主

催

協

賛
-
・富
山
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
募
集
/

O
主

催

富

山
県

・
県
教
委

・
県
統
計

協
会

・
県
統
計
教
育
研
究
会

O
応
募
区
分
等

第 第 第 第 第 区
5 4 3 2 1 
音E 部 苦日 音E 苦日 分

学生大桂高生i 

中
461 学校4 、3 校4且寸ι司、

資
A寸~

年生以下
年生

格

自主 生
B 1版 B 2版

用(m×) 11 
(72竹

72.8cm 51.5cm 紙

自 自 自 自
結果察童の児 課

由 由 由 由 観
題

O
締
切
日

9
月
刊
日
幽

O
提
出
先

・
問
い
合
わ
せ
先

ω第
1
1
4
部
は
学
校
の
先
生

ω第
5
部
は
富
山
県
統
計
情
報
課

干
蜘
富
山
市
新
総
曲
輪
一
ー
七

宮

0
7
6
4
@
4
1
1
1

(
内
線
3
9
4
)

。。

-
く
ら
し
の
一
日
教
室

富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
よ
う
に
「
く
ら
し
の
一
日
教
室
」

を
開
催
し
、
皆
さ
ん
の
出
席
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と

き

7
月
幻
日
附

日
時
却
分
j
日
時
初
分

富
山
県
民
会
館

金
を
探
る

鮒
ハ
シ
ズ
メ

代
表
取
締
役

と
こ
ろ

テ
ー
マ

講

師

橋
瓜

'1晃

-
夏
期
自
衛
官
募
集

二

等

陸

士

げ

名

二
等
海
士

1
名

国
歳
以
上
お
歳
未
満
の
男
子

マ
採
用
人
員

マ
資
格

マ
受
付

7
月

1
日
か
ら
9
月
下
旬
ま
で

マ
待
遇

O
特
別
職
国
家
公
務
員

O
初
任
給
九
六
、
二

O
O円

O
衣
食
住
無
料
支
給
又
は
、
貸
与
。

O
ボ
ー
ナ
ス
年
3
回
(
四

・
九
か
月
分
)

O
各
種
国
家
免
許
を
と
る
機
会
あ
り
。

O
除
隊
後
の
就
職
は
保
障
し
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
市
民
課

又
は
、
魚
津
自
衛
隊
募
集
事
務
所
へ
。

宮

@
1
0
3
6
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テレビ防災キャンペーン(7月分)
~ぜひご覧ください~

北日本放送テレビ 富山テレビ

木曜日 AM10: 25-10: 30 日曜日 AM 7: 25 - 7: 30 

1日 風水害に備える 3日 風水害に備える一気象を知る一

8日 変わりやすい夏山の天気
10日 11 一地盤を知るー

17日 11 一避難を知る一
15日 洪水後の衛生

24日 11 一情報を知るー

22日 天気予報に注目しよう 31日 台風災害の教訓一河川洪水一

魚族紹介側魚:孝命Q'~然
ち

.ヲF

L. ま

納税措イド

固定資産税第2期

国民健康保険税第 1期

納期限は

7月31日です。

-
子
ど
も
の
広
場
へ
集
合

-
】
ぱ
と
児
童
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
で
の
工
作
の
日
に
は
、
廃

品
を
利
用
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
物
を
作

っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
牛
乳
パ
ッ
ク

か
ら
動
物
や
小
物
入
れ
、
空
缶
で
は
鉛

筆
立
て
や
、
空
缶
に
あ
ま
り
ぎ
れ
、
わ

り
ば
し
を
加
え
て
水
鉄
砲
な
ど
も
作
っ

て
い
ま
す
。
〈
工
作
〉
は
、
毎
週
閃
1

新潟県以南の沿岸や内湾の砂泥底にすむ。体は

上から押しつぶしだように肩平で、目は上を向き、

口は受け口で上方の獲物をねらう。ふだんは海底

の砂にうまり目だけを出してじっとしているガ、

敏感で動きもすばやく、小魚を見つけると猛スピ

ードで突進し呑み込んでしまう。体長50αn余りに

なり初夏に日嶋底で産卵する。自身でよくしまり

高級料理に使われ洗いや、すまし汁にされる。

閥、

2
時
か
ら
5
時
ま
で
で
す
。

【
一
輪
車
教
室
】
毎
週
附
3
時
1
5時

{映
画
会
】
7
月
幻
日

ωm時
初
分
i

「
か
っ
ぱ
の
か
あ
太
郎
」

「
不
思
議
な
井
戸
」

【親
子
輪
投
げ
大
会
】

8
月
1
日

制

午

後

2
時
か
ら

保
護
者
一
名
と
小
学
生
一
名
で
一
組

申
し
込
み
は
7
月
初
日
幽
ま
で

〈休
館
日
〉
月
曜
日

告
⑫
2
4
0
2

-
盲
人
用
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン

ダ
イ
ヤ
ル
識
別
盤

電
電
公
社
で
は
、
こ
の
ほ
ど
目
の
不

自
由
な
人
が
プ
ッ
シ
ュ
式
電
話
機
を
利

用
す
る
際
ダ
イ
ヤ
ル
数
字
を
識
別
し
や

す
い
よ
う
に
、
ダ
イ
ヤ
ル
盤
を
作
成
し

ま
し
た
。

薄
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
板
で
、
押

し
ボ
タ
ン
の
ダ
イ
ヤ
ル
部
分
に
か
ぶ
せ

て
使
用
し
ま
す
。
数
字
の
『
5
』
の
周

魚津善意銀行へのご寄付
〈敬称略〉

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

O
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て
次

の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

魚
津
市
道
坂
一
、
一
三

O
番
地

三
井
芳
久
氏
二

O
万
円

魚
津
市
大
光
寺
二
一
三
番
地

住

庄

作

氏

一

O
万
円

0
水
族
館
に
次
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。

魚
津
市
諏
訪
町
一
七
番
二
号

住
田
一
枝
氏
(
四
五
万
円
相
当
)

ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
剥
製

囲
を
凸
状
の
枠
で
囲
っ
て
あ
り
他
の
数

字
が
識
別
し
や
す
い
仕
組
み
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

ご
利
用
の
方
は
、
電
話
局
窓
口
で
無

料
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

魚
津
電
報
電
話
局
宮
②

1
0
0
0

-
L
P
ガ
ス
の
点
検

今
月
の

L
P
G消
費
設
備
の
点
検
は

下
野
方
地
区
(
主
に

8
号
線
海
側
)
で

実
施
し
ま
す
。
点
検
に
は
県
L
P
G協

会
魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査

員
が
伺
い
ま
す
。

宮
@
5
3
4
0

有沢武雄 本 町 二 丁 目 10，000円

関口冬子本町二丁目 230，000円

森本 産婦人科医院院長森本善信

新金屋一丁目 富山新聞 1部 1ヶ年

吉崎盛義宮津 5，000円

新浜 均諏訪町 30，000円

岩 井志か新金屋一丁目 3，000円

五十嵐嘉三松文化町 5，000円

石川 浩大光寺 30，000円

久保田ふさ 北鬼江 50，000円

長谷川益雄 黒・堀切 20，000円

匿名 2，500円

石本幸三新宿 50，000円

高倉香織中央通り二丁目 1，500円

島崎勝則新角川一丁目 30，000円

宮川哲男本江 30，000円

松本宗平住吉 30，000円

四十内甚次郎本町二丁目 10，000円

吉沢正一郎 東京都荒川区南千住町

金太郎温泉入場券 700枚

松本宗平住吉 紙おむつ 200枚

沢井きく江大光寺 50，000円

石崎 信上村木二丁目 30，000円

友田道治新角川二丁目 20，000円

黒瀬民夫末広町 30，000円

三井芳久道坂 400，000円

木下 弘小菅沼 50，000円

高瀬幸正緑町 30，000円

ロードレース実行委員会 7，480円

※受付けの順番で掲載していますが、紙
面の都合で一部次の号以降になります。

(19) 
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市制30周年・思い出のアルバム

で策い間た備しら型つ時道での川 JI--也、 かっし集部坂た化通のたの防つで月昭
あがのあもえ水く枠て旧側あ難へ貝 ιa認S歯h 今たたつ落まる工行での連がてあー和毎

官邸付税前農民匂同 ii一、時2ご2時差22講習毎守竺E辻
R2BZ援を主雪提言角還式会EZ琴;.¥妥21手国五Z重点品存L?背存率E
ま2率二足52た切れ5警長 女ととK1話白山間 Z耕平銃鯨EZH 
去二素U2堅持三番れ汁 1J苅九.iPZ号室J言語護都紙型毒手急
て れ起こは思県に発た!が思と欠 司且，.41理~.， つで避いさ部づ埋は聞をるれ上員雨九い
い もきろよわ道な電も山貝わで壊 、 、V てあ難るん落た没狐は心。込流支に日出
る防て三くれがり工 の 側 回 れ 市 し 司 、 ll#JJ いつし、のとい等立濁配直ん左所大かす
結 災い十言る欠し事 が に 新 る 街 片 前魚津市助役 るたな避人道に俵、流し感だ岸へ災らの
果対な年つ。壊ば用あ当県の地貝 三井芳久 。 と か 難 が 坂 道 ' 憎 東 で た し と 堤 行 害 七 同

園置彊圏-
(5月末現在)

人口(男)

(女)

計

世帯数

市の面積

海岸線

人(前月雑。

24， 085( +32) 

25，954(ー7)

50，039(+25) 

13，280 

200.751in' 
7.9km 

達いるつ V はろす知の 育 教 の 存 ル で が い て 行 る あ
にうとてまなにる識だてえルす|は勝る、化でる
札。、こもい現わーかてな|るルな手 。多のあ
節今青よなだ代け辺らいいル 。がくに社く現ろし

編集子
のこ少うくろのが倒、るでをこ厳、自会の象うかあは現る V
何そ年と夏う教なの当 由と人はかしふな代』『
た、のし休か育く教然 ~..;ち点にい々 J 。 、 れくはと衣
る市犯てみ。の、育歪担';>，月~lえ生う の全と札ん 、， ~)食
か民罪いの 歪心でみ 、イケ 胃臥偲 きと関国く節ば食着うた
を挙毛がるシ みをはがやァメ司監~~凶21 てこ心的にはかべる言り
教つ激が| が忘人出丸ニ'a/mt森いろをな青守り物物葉て
えて増 、ズ あれ間ては~ゴ什)Jr I r、くはあ風少らにはにが礼
る、す夏ン るたがく トベ〉とJ 下 lυ と 、 つ j朝年れ豊食不あ節
と子るにが のと向るし ~.γ く" ~ こ個めとのて富卓自るを
き供となや でこ上 o ede:ふさz歪5 ろ人てし非いにに由。知

編集/企画広報室 印刷/魚津印制株式会社 位。


